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35 億 5,200 万円35 億 5,200 万円   
17 億 1,966 万 7000 円17 億 1,966 万 7000 円  

1億 8,866 万 7000 円1億 8,866 万 7000 円  
特別会計特別会計
公営企業会計公営企業会計

（対前年度比 9.5% 増）（対前年度比 9.5% 増）

（対前年度比 10.0% 減）（対前年度比 10.0% 減）

（対前年度比　皆増）（対前年度比　皆増）

令 和 ６ 年 度 　 一 般 会 計 当 初 予 算令 和 ６ 年 度 　 一 般 会 計 当 初 予 算

新 　 規 　 事 　 業新 　 規 　 事 　 業
事　業　名 事 業 費 事　　業　　内　　容

【新】障害者福祉システム標準化対応委
託料 499 国が求めている基幹系システムの標準化へ対応するため

の改修を行う

【新】帯状疱疹予防接種助成金 500 帯状疱疹予防接種の費用を助成する（償還払）

【新】野良猫避妊去勢費用助成金 150 野良猫の不妊去勢手術を行った方に対し、費用を助成する

【新】農業振興地域整備計画策定業務委
託料 2,248 農業振興地域整備計画のための基礎調査を行う

【新】新規農業就業者定着促進事業指導
農家支援補助金 360 就農に向けた現地での研修において、研修生を受け入れた

先進農家等に対し、補助する
【新】地域公共交通計画推進支援業務委
託料 4,015 地域特性に対応した公共交通体系の構築に向け、運行計画

を策定する
【新】祝島小学校創立 150 周年記念事業
助成金 100 祝島小学校創立 150 周年記念事業に対し助成する

【新】上関小学校の複式学級の解消のた
めの教職員の配置 6,882 上関小学校において児童数の減少により複式学級となる

のを解消するため、町で教職員を配置する

【新】祝島小学校鉄棒設置 618 祝島小学校に鉄棒を購入し、設置する

【新】祝島神舞神事実施助成 800 8 年ぶりに開催される祝島神舞神事に対し助成する

【新】部活動地域移行コーチ資格等受講
料助成金 117 部活動の地域移行に向け、住民がコーチ資格等を取得する

ための受講料を助成する

【新】上関町公式 LINE 運用委託料 8,310 上関町の公式 LINE を運用する
（電源立地地域対策交付金事業）

【新】総合計画・総合戦略策定業務委託
料 16,830 第 6 次上関町総合計画及び総合戦略を策定する

（総合計画策定基金）

【新】地域振興券交付事業 19,237 国の物価高騰重点支援事業として、地域振興券を交付する

【新】新たな住民税均等割非課税世帯等
への給付金事業 2,514 国の物価高騰重点支援事業として、新たな住民税均等割非

課税世帯等への給付金を給付する
【新】定額減税補足に係る調整給付金事
業 15,662 国の物価高騰重点支援事業として、定額減税補足に係る調

整給付金を給付する
【新】山口県防災行政無線再整備事業負
担金 16,407 県の防災行政無線再整備事業への負担金

【新】戸籍情報システム標準化対応委託
料 1,848 国が求めている基幹系システムの標準化へ対応するため

の改修を行う

【新】柳井地域水道事業広域化負担金 7,060 柳井地域の水道事業の広域化に向けた、人件費等を負担す
る

（千円）
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一
般
会
計　

歳
出
予
算

一
般
会
計　

歳
入
予
算

19.5%

80.5%

4.9%

10.5%

4.0%

51.0%

8.6%

4.7%

13.5%

2.8%

37.2%

21.3%

41.4%

16.0%

7.7%

13.4%

2.2%

19.1%

15.8%

14.5%

10.1%

1.2%

預貯金より引き出すお金
3億 7450 万 9000 円

人件費
5億 7281 万 1000 円

家庭でいうと借金
4億 8090 万円

県からの補助金
1億 6715 万 6000 円

ふるさと納税・寄付金など

特別会計などへの
繰出金
3億 5811 万 5000 円

国の財政制度で地方自治体の財源の不均
衡を調整する目的
18 億 1000 万円

町単独事業費
6億 7346 万 6000 円

住民税・法人税・軽自動車税・たばこ
税など
1億 7427 万 9000 円

国からの補助金
3億 712万 8000円

賃金・委託料・消耗品
などの経費
5億 6189 万 8000 円

各種団体の
助成金など
5億 1403 万 6000 円

住民福祉を支える
ための経費など
2億7257万5000円

町が借りた
お金の返済
4億 7735 万
5000 円

国・県からの
補助金での事業
7936 万 4000 円
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議　

案

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、
年
々

厳
し
く
な
る
財
政
状
況
の
中
で
、
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
・
住
民
に
寄
り

添
っ
た
町
政
、
第
５
次
上
関
町
総

合
計
画
の
重
点
施
策
で
あ
る
「
定

住
促
進
対
策
の
強
化
」、「
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
創
出
」、「
住
み
や
す
い

町
を
実
感
で
き
る
ソ
フ
ト
事
業
の

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら

15
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
。

条
例
の
制
定
12
件
、
令
和
６
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
９
会
計
お

よ
び
公
営
企
業
会
計
予
算
１
会
計
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
７
会
計
の
補
正
予
算
、
山
口
県

市
町
総
合
事
務
組
合
の
数
を
増
加
し
、

こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
、
土
地

開
発
公
社
の
解
散
、
報
告
１
件
が
上

程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
た
。 ３

月
定
例
会

維
持
拡
大
」
と
整
合
性
の
取
れ
た
予

算
編
成
と
な
っ
た
。
令
和
６
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
は
、
対
前
年
度
比

３
億
８
０
０
万
円
増
、
率
に
し
て
、

9.5
％
増
の
35
億
５
２
０
０
万
円
と
な

っ
た
。

　

 •

主
な
歳
入

　

地
方
特
例
交
付
金
の
増
額
、
地
方

交
付
税
の
増
額
、
国
庫
支
出
金
の
増

額
、
県
支
出
金
の
減
額
、
繰
入
金
の

増
額
、
町
債
の
増
額
な
ど
。

　
 •

主
な
歳
出

　

総
務
費
の
増
額
、
商
工
費
の
減
額

土
木
費
の
増
額
、
消
防
費
の
増
額
、

教
育
費
の
増
額
、
公
債
費
の
増
額
、

諸
支
出
金
の
減
額
な
ど
。

◆
上
関
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

　

上
関
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
が
、
令
和
６
年
３
月

31
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
３

名
の
方
の
選
任
に
同
意
し
た
。

　

•

石
丸
　
一
真
　
氏

　•

河
村
　
陽
市
　
氏

　•

松
永
　
升
之
　
氏

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
令
和

６
年
４
月
24
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

次
の
６
名
の
方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

　

•

川
﨑
　
茂
昭
　
氏

　•

新
升
　
久
人
　
氏

　•

山
田
　
建
夫
　
氏

　•

河
津
　
敏
美
　
氏

　•

大
谷
　
完
治
　
氏

　•

沖
田
　
浪
子
　
氏

◆
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　

上
関
町
土
地
開
発
公
社
は
、
所
期

の
目
的
を
達
成
し
、
公
有
地
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

同
公
社
を
解
散
す
る
。

報　

告

第
１
回 

臨
時
会

◆
第
60
期
上
関
航
運
有
限
会
社
の
経

営
状
況
の
報
告

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
５
日
に

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

◆
上
関
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
改

正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

◆
令
和
５
年
度
上
関
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
８
万
４
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
35
億
５
０
５

３
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

上関町議会　議事堂
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帯状疱疹予防接種の費用助成を開始します。
～令和６年４月以降に接種された方が対象です～

上関町に住民票のある５０歳以上の方
※助成は、１人につき生涯１回です。

町内の各診療所に限ります。

【問い合わせ先】　保健福祉課　健康増進係　☎６２－０３２４

下記の書類を保健福祉課又は各診療所へ提出
・申請書（本庁及び各診療所に備え付けてあります）
・接種費用がわかる領収書
・接種したことがわかる証明書（接種済証や予診票）

費用の半額
※水疱ワクチン　　：１回接種
　帯状疱疹ワクチン：２回接種

（助成はどちらか一方のみ）

対  象  者

助  成  額

接 種 場 所

申 請 方 法

Pick
UP

基金の残高の推移（単位：百万円）

一般財源に繰入可能な財政調整基金・公共施設基金（貯金）の今後の推移
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山
谷
良
数　

議
員

　

上
関
町
地
区
駐
在
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
。
地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
は
平
成

29
年
だ
が
、
そ
れ
に
伴
っ
た
本
条
例

の
廃
止
が
令
和
６
年
度
ま
で
長
引
い

た
理
由
は
。

山
内　

総
務
課
長

　

執
行
部
が
法
律
の
解
釈
を
取
り
違

え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
駐
在

員
制
度
は
今
後
も
続
け
、
予
算
で
は

報
酬
か
ら
報
償
金
に
費
目
替
え
し
た
。

報
償
金
の
算
出
方
法
は
、
従
来
の
も

の
か
ら
現
状
に
合
わ
せ
不
公
平
感
が

出
な
い
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
。

山
戸
孝　

議
員

　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

額
に
つ
い
て
、
体
験
型
の
返
礼
品
導

入
や
、
事
業
者
の
研
修
等
を
検
討
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
令
和
５
年
度

の
寄
付
金
額
と
同
額
と
し
た
の
は
な

ぜ
か
。
も
っ
と
増
額
を
目
指
さ
な
い

の
か
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
踏
ま
え
た

金
額
と
し
た
の
か
。
攻
め
の
姿
勢
か

質質
疑疑

応応
答答

守
り
の
姿
勢
か
。

坪
金　

企
画
財
政
課
長

　

金
額
自
体
は
令
和
５
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
て
同
額
。
令
和
６
年
度
は

増
額
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
新

規
返
礼
品
の
追
加
、
上
関
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
よ
り
町
外
へ
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
車
海
老
を
活
用
し
た
新

た
な
加
工
品
、
上
関
海
峡
夕
や
け
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
費
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
代
を
セ
ッ
ト
に
し
て
返
礼
品
と

し
て
追
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
今
後
、
町
内
業
者

と
連
携
し
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

山
戸
孝　

議
員

　

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
報
奨
金
は
令
和

５
年
度
よ
り
微
増
。
行
政
報
告
に
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実
と
あ
っ

た
が
。

北
谷　

教
育
次
長

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
引
き
続
き

実
施
を
し
て
お
り
、
上
関
小
学
校
の

児
童
96
％
が
登
録
。
他
市
町
に
な
い

加
入
率
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
働

く
方
が
講
習
を
受
け
れ
ば
時
給
が
上

が
る
の
で
、
微
増
は
そ
の
影
響
。

山
戸
孝　

議
員

　

人
材
確
保
、
継
続
的
に
な
さ
れ
る

よ
う
に
お
願
い
す
る
。

山
戸
孝　

議
員

　

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
、
上
関

小
学
校
の
複
式
学
級
回
避
の
た
め
と

あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
来
年
度
以
降

も
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点

で
の
検
討
は
。

北
谷　

教
育
次
長

　

現
在
の
３
歳
か
ら
５
歳
の
児
童
数

か
ら
計
算
す
る
と
、
予
算
を
付
け
な

い
場
合
、
令
和
11
年
度
ま
で
は
複
式

学
級
が
１
ク
ラ
ス
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
教
育
委
員
会
議
で
了
承
を
得

て
い
る
。

山
戸
孝　

議
員

　

複
式
学
級
に
つ
い
て
保
護
者
に
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り

説
明
を
。
複
式
学
級
に
安
易
に
悪
い

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

べ
き
。
祝
島
小
学
校
も
令
和
７
年
度

に
は
複
式
に
な
る
。

山
戸
孝　

議
員

　

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
視
察
、
30
名

分
の
予
算
の
根
拠
は
。

坪
金　

企
画
財
政
課
長

　

中
国
電
力
も
視
察
を
実
施
し
て
い

る
た
め
。
希
望
者
が
多
く
な
れ
ば
増

額
し
た
い
。

山
戸
孝　

議
員

　

30
名
は
中
途
半
端
で
ど
う
か
と
思

う
。
こ
う
い
う
こ
と
に
予
算
を
割
く

よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
施
策
に
充

て
る
べ
き
。

秋
山
鈴
明　

議
員

　

東
海
第
二
発
電
所
視
察
を
し
た
と

し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
、
安
全
か
安
全
で

な
い
か
は
平
行
線
に
な
る
。
町
長
の

考
え
は
。

西　

町
長

　

平
行
線
で
は
、
進
歩
が
な
い
の
で

現
地
を
見
て
も
ら
っ
て
、
判
断
材
料

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

山
戸
孝　

議
員

　

県
支
出
金
の
広
報
調
査
費
の
内
訳

は
。坪

金　

企
画
財
政
課
長

　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村

協
議
会
な
ど
の
旅
費
や
、
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
合
わ
せ
て
議

会
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
訪
問
旅
費

な
ど
を
想
定
。
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山
戸
孝　

議
員

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
合
わ
せ
て
定
期
的

に
訪
問
し
て
い
る
の
か
。

坪
金　

企
画
財
政
課
長

　

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
訪
問
し
て
い

る
。秋

山
鈴
明　

議
員

　

上
関
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
営
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
以
降

も
同
じ
予
算
か
。

坪
金　

企
画
財
政
課
長

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
約
２

９
０
万
円
か
か
る
が
、
内
容
に
よ
っ

て
は
減
額
と
な
る
。

海
下
竜
一
郎　

議
員

　

野
良
猫
避
妊
去
勢
費
用
助
成
金
の

具
体
的
な
内
容
と
、
周
知
方
法
は
。

上
杉　

住
民
課
長

　

目
的
は
、
猫
に
よ
る
被
害
の
削
減
。

避
妊
去
勢
手
術
費
用
、雌
１
万
円
、雄

５
０
０
０
円
を
、
上
限
と
し
て
助
成
。

避
妊
・
去
勢
さ
れ
た
猫
の
耳
は
Ｖ
字

に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。
４
月
広
報
誌
、回

覧
に
て
周
知
を
考
え
て
い
る
。

山
谷
良
数　

議
員

　

町
民
税
均
等
割
り
５
０
０
円
減
額

と
し
た
。
非
課
税
世
帯
が
、
何
世
帯

で
、
滞
納
者
は
何
人
か
。

上
杉　

住
民
課
長

　

個
人
住
民
税
均
等
割
、
引
き
上
げ

措
置
が
令
和
５
年
度
で
終
了
。
非
課

税
世
帯
は
６
４
２
世
帯
。
滞
納
者
数

は
１
７
８
人
。

山
谷
良
数　

議
員

　

滞
納
額
が
増
え
な
い
よ
う
に
公
平

性
を
考
え
て
的
確
に
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。

山
谷
良
数　

議
員

　

ゴ
ミ
収
集
は
曜
日
を
決
め
て
行
っ

て
い
る
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

上
杉　

住
民
課
長

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
は
、
曜
日
を

決
め
る
の
は
難
し
い
。
溜
ま
っ
て
い

た
ら
収
集
す
る
。
来
年
度
は
決
め
て

い
き
た
い
。

山
谷
良
数　

議
員

　

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
方
法
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
業
者
の
契
約
は
、本

来
な
ら
入
札
だ
が
、
随
意
契
約
で
い

く
の
か
。

上
杉　

住
民
課
長

　

ゴ
ミ
収
集
車
が
必
須
。
他
に
業
者

が
い
な
い
た
め
貸
与
と
い
う
か
た
ち

で
業
者
指
名
を
行
っ
て
い
る
の
で
随

意
契
約
に
な
る
。

山
谷
良
数　

議
員

　

第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

今
後
の
進
め
方
は
。

坪
金　

企
画
財
政
課
長

　

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
業
者

委
託
。
３
月
22
日
に
企
画
書
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
業
者
の
決

定
予
定
。
審
議
会
は
、各
地
区
団
体
の

代
表
者
と
住
民
代
表
な
ど
23
名
程
度
。

検
討
委
員
会
６
回
程
度
、
審
議
会
２

回
程
度
実
施
予
定
、
そ
の
間
、
住
民

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
２

回
程
度
実
施
予
定
。
来
年
２
月
に
素

案
に
対
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
、
内
容
を
３
月
議
会
に
上
程

予
定
。

清
水
康
博　

議
員

　

海
の
ま
ち
診
療
所
の
不
動
産
賃
借

料
は
、
１
年
間
か
。

大
西　

保
健
福
祉
課
長

　

１
年
間
の
賃
借
。

清
水
康
博　

議
員

　

診
療
所
を
新
し
く
建
て
る
の
に
２

億
円
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
借
り

続
け
る
の
と
、
新
し
く
建
て
る
場
合

の
比
較
は
。

大
西　

保
健
福
祉
課
長

　

費
用
対
効
果
は
考
え
て
判
断
し

た
。清

水
康
博　

議
員

　

３
つ
の
診
療
所
関
係
の
会
計
を

一
本
化
し
た
の
は
、
経
費
削
減
の
た

め
か
。
町
内
の
診
療
所
の
一
本
化
は

考
え
て
い
る
の
か
。

大
西　

保
健
福
祉
課
長

　

経
費
削
減
の
た
め
。
診
療
所
の
一

本
化
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

不
特
定
多
数
の
企
業
の
中
か
ら
定

め
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
企
画
書
・
提
案

書
な
ど
の
提
出
を
求
め
、
最
も
適
し

た
提
案
を
し
た
企
業
を
契
約
の
相

手
と
す
る
方
式
。
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　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会
  地域おこし協力隊はどのような人を入れよ
うと考えているのか。
  令和 6 年度は 3 名分を計上している。ミッ
ションの内容としてはデジタル推進につい
て、ふるさと納税などの関連で考えている。

要望要望  部活動の民間への移行があるがソフトテ
ニスの指導者も出来る方にも目を向けて
活動して欲しい。

  第五次 LGWAN 接続サービス利用料の具体
的 な内容は。
  ガバメントクラウドや政府系ネットワーク
を使う用の第５次 LGWAN サービスに接続
するためのルーター利用料。

  事業費は毎年度この額が計上されるか。
  事業費の約半分は新規 LGWAN ルーターの 
利用料となっている。一括払いにしているの
で令和 7 年度は約半分になる予定。

  おためし地域おこし協力隊の内容は。
  まだ内容が決まっていないが、４月に準備し
５月に募集したいと思っている。基本的に上
関町の紹介と交流を行ってもらう。

  先進地の事例、成果は。
  実績は把握してないが、実際に来て違うと思
うといけないのでおためしはやりたいと思
う。現在活動している隊員も事前に体験した
実績がある。

  地域振興券交付事業システム業務委託料な
ど、地域振興券についての内容をお聞きした
い。
  ４月に各種の契約、また事業者の募集をし
て、６月１日に利用開始し、８月末を使用期
限とする。地域振興券は１人当たり 7000 円
分を配布し、すべて 1000 円券とする。

  航空写真撮影事務負担金の負担割合は。
  広島広域で３年に１回の事業で負担金は人
口規模によって違う。上関町の面積に応じて
負担している。

  何に活用されるか。
  土地の現況調査に活用している。税務係だけ
でなく土木係や農林水産係も使用している。

  ビン類等収集委託料が増額になっている原
因は。
  物価高騰のあおりを受け、単価の増となって
いる。

  し尿運搬船のヤード使用料は現時点では使
用予定はない事業費であると思うが。
  初めは尾熊毛のヤードを使用する予定だっ
たが、現在は使われていない。今後も協議を
継続し進めて参りたい。

  祝島し尿処理施設電源改修工事は、今まで使 
用していた施設工事費か、その内容は。
  今までの施設の高圧電源を切り、低圧の電源 
を引き込む。

  エネルギー構造高度化・転換理解促進事業の 
今後の計画は。
  １年かけて公共施設を中心に調査し計画し
てきた。来年度は計画をもとに実施設計を予
定している。

  来年度以降も補助金は継続して受けられる
か。
  補助金は来年度以降も交付されると思う。

　　　　　10ページ右段に続く

実際に地籍図で使われている航空写真
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総務関係総務関係

  法人税割の基準となる額が昨年より倍増し 
ているが。

�   法人の実績の増による。

  滞納繰り越し分が前年度より 24 万 700 円減
っているが。
  滞納処分・差し押さえをした結果。

  上関町公式 LINE 運用委託料とあるが、 詳細
な内容は。

�   住民票・税関連の証明や犬の登録申請などが
可能となり、本人確認のシステムを使って、
LINE 上で支払いも完了する。公共施設・道
路の破損など写真を撮って報告もできる。

  その他の上関町公式 LINE の具体的な活用
法は。
  チャットポット機能を使えば相談ごとなど
が LINE 上で完結出来る。また簡単なアンケ
ート機能も実施出来る。

  利用率の目標値は設定しているか。
  LINE を使われている方の 5 割以上の登録を
目指している。

  町外向けのサービス内容は。
  今後、ふるさと納税や観光情報・空き家バン
クなどに活用を予定している。

  個人情報に対する、セキュリティーは問題な
いか。
  セキュリティーに関しては問題ないと思っ
ている。業者にも確認を取りながら進めてい
く。

  空き家改修助成金・空き家不要品撤去助成金 
交付はどのタイミングで行うのか。
  空き家バンクに登録した時点で申請できる。
改修助成金は登録された方、利用登録された
方が対象。不用品撤去の助成金は、持ち主の
方のみが対象。

　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会

  空き家バンクに登録して改修工事をし不要
品撤去した後に、本人がその家を利用する場
合は助成金を返金するのか。
  受給後、貸主もしくは親族の方が居住された
場合は返金となる。

  空き家改修助成金 150 万円、空き家不要品撤
去助成金 30 万円とあるが、その内容は。
  空き家改修助成金は上限を 50 万円、空き家
不要品撤去助成金は上限 10 万円 とする。

  起業支援補助金が増額になっているが、実績
に応じての増額か。
  令和 5 年度は 2 件の相談があり 200 万円計 
上している。

  移住支援金令和 5 年度の実績は。
  令和 5 年度の実績はなし。

  地域活性化起業人受入負担金を活用してい
ただく為に、どのようなアクションをしてい
るか。
  来年度も引き続き募集はしたいと考える。

令和 6 年度一般会計

町内で空き家バンクに登録されている物件
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　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会
  上限の 2 億に収まる事業を計画していくのか。
  ２億円以内であれば全て充てていける。

  企業調査費について、研修旅費の内訳は。
  中間貯蔵施設に住民３０名・職員を１０名・
その他に、議会サミット、エネルギー基本計
画の見直しに伴う資源エネルギー庁訪問、全
国原子力発電所立地市町村協議会など。

  緊急防災・減災事業債とは。
  東日本大震災後に創設された防災・減災を目
的とした事業に充当できる、充当率 100％、
交付税算入率 70％の有利な起債。

  令和 7 年度までの制度か。
  令和 7 年度までの制度。

  原電立地地域対策交付金が 1 億 3000 万円計
上されているが。
  中間貯蔵施設のもの。

  原子力発電所計画によるものと、中間貯蔵施 
設によるものの内訳は。
  中間貯蔵施設のものは、ソフト事業のみ充当
が可能で、高齢者福祉・医療・ 教育分野・住
民サービスなど幅広く使う予定。原子力発電
所計画によるものは、今後の状況を見ながら
検討。現在のところは予算を充てない。

  当初時点では申請しない原子力発電所計画
による 7,800 万円の交付金を令和 6 年度中に
申請する計画はあるか。
  今後の状況を見ながら申請していく予定。

  のんのちゃんの SNS での活躍がスタートし
ているが、今後の展開は。
  上関町のことをもっと知ってもらいたいの
が一番で、出来れば若い世代の方々に知って
もらいたいことからスタートしている。普段
出すような情報ではなく、リアルな情報を今
後も発信していきたい。

要望要望  上関町ホームページを、利用者により分か
りやすく使用していただく為に、町の取り
組む支援事業等をキャラクターを活用しな
がら、見えるようにしていくと良いと思う。

関連

  芝生の周りをカラーアスファルトで舗装し
ているのでスタートラインや 100 メートル毎
の目印を付けることで利用者が増えるので
は。
  検討したいと思う。

  祝島小学校創立 150 周年記念事業助成金は式
典を行う予定か。
  学校関係者や地域の方が祝福されるため記
念行事を行う。令和 7 年 3 月くらいになると
思う。

  部活動地域移行の現状は。
  指導者を地域クラブ担当の指導者に変えて
いきたいと思っている。4 月に育友会総会等
でも説明をし、指導者・運営に携わる方を募
集していきたい。

総務関係続き

来庁者がくつろぐ海峡広場
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  技能検定助成の今年度の実績は。
�   8 名の申請が出ている。

  小学校の遊具点検が令和 5 年度も 9 万 3000 円
で計上されていた。令和 5 年度は 2 年に 1 回
の点検ということだったが、なぜ令和 6 年度
も 8 万 8000 円計上されているのか。
  現在 2 年に 1 回点検をしてきたが、2 年も経
つと老朽化が進み毎年点検をした方が良いと
判断したため。

  小・中学校健康診断委託料が新規で上がって
きているが。

�   令和5年度までは健康管理助成で計上してい
たが令和 6 年度から健康診断委託料で児童

（生徒）・教職員の健康診断料をあげている。

  社会教育費の中の工事請負費 639 万 1000 円
で、令和 5 年度も 613 万 4000 円の予算計上が
あったが、令和 6 年度の内容は。
  文化財の説明看板の設置工事の予定と城山
歴史公園の改修工事・樹木伐採工事を予定し
ている。

  小・中学校体育館に害虫駆除委託料が出てい
るが。
  昨年夏、スズメバチの巣が発生したため今年
も想定して計上している。

  小学校の工事請負費 3 事業の事業費の内訳は。
  上関小学校草刈り工事が年 2 回、空調設備工
事、祝島小学校体育館屋根防水工事、ガス遮
断装置工事。

  部活動地域移行コーチ資格等受講料助成金
の対象となるのはソフトテニスのみか。
  ソフトテニスのコーチ資格と審判資格とな
っている。

  AED 賃借料が昨年の予算の 2 倍近くになっ
ているが。
  今まで小・中学校に 1 台ずつだったが令和 6
年度は体育館にも設置した。

　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会　   総 務 文 教 　 常 任 委 員 会
文教関係文教関係

  先日、室津地区で不審者の情報があったが町
内の小・中学校のメールで情報が周知されて
いた。町外の学校に子供が通っている家庭へ
の周知はされなかった。町外の学校に通う家
庭への周知もお願いしたい。
  学校安心メールで保護者との連絡網がある
と思う。子供が卒業すると登録が抹消される
のでそのシステム的な問題で解決出来ると
思う。

  海峡広場の芝生エリアへの駐車は芝生への
影響も懸念されるが、今後も臨時駐車場とし
て活用される時があるか。
  道の駅の駐車場も現在満車になることが多
いので、今後も臨時駐車場として利用するこ
とがある。

  海峡広場の利用者を増やし、道の駅や鳩子の
湯などの複合的な利用も狙い、広場へ遊具の
設置は。
  海の近くなので遊具を設置すると、耐塩性の
もの、また修繕費などランニングコストがか
かるので現在のように芝生広場での利用が
いいと思う。

令和 6 年度一般会計

関連

防水工事が行われる体育館
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河津桜とキッチンカー

海上から望む上盛山の風車

  風力発電事業について、売電収入が平均で 1
億 9000 万円。目標値の 2 億 2000 万円を上回
った年はあったのか。

�   今年で5年目になるが目標値を上回ったこと
はない。令和 2 年の 2 億 1487 万円が最高額。

  最初の目標値の評価は。
  実際の風況を基にした。令和 2 年は目標値の
97％。この度 5 年目を迎えるにあたり、過去
の数値によって令和 6 年度の目標を設定した。

  基金の取り崩しは、当初から考えていたのか。
�   風況次第なので、基金の取り崩しは考えてい

た。
  風力会計の公債費 1 億 500 万円だが、元の計
画では 1 億 5000 万円と認識していたが、変更
があったのか。
  一般会計からの繰入金の償還金分が減額。
  一般会計から借りた 7 億円は返さないのか。
  一般会計からの借入金という解釈だったが、
借入金ではないと県から指摘があった。一般
会計からの立替というかたちになる。

  令和 6 年度以降は一般会計への繰入金によ
り、事実上は返すということでいいのか。
  そういう解釈でいい。
  維持管理費が高騰している。将来的に危険な
状況になるのでは。しっかりと考えてほしい。
  ご指摘の点は思っているが、20 年間のうち
の 5 年。売電収入だけでなく道路整備、観光
資源と 3 つの政策で行った。風況が良くなる
ことを願っている。事業者にはメンテナンス
の減額を要求している。

　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会
令和 6 年度特別会計

令和 5 年度補正予算

関連

  簡易水道事業について、水道管布設替の場所
は。
  東山口信用金庫から役場まで。令和 5 年度も
計上し、道路改良に合わせて行う予定だった
が、できなかったため、改めて計上した。

  白井田の道路新設に係る解体工事、当初予算
8 千万円が半額に減額されている。
  入札による減。

  二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金に
ついて、事業見送りの理由は。
  設置地点の調査で設置にそぐわなかった。再
度の設計に時間がかかるので今年度は見送
った。

  桜まつり、昨年は 2 週間で今年は 2 日間とし
た理由は。
  実行委員会で協議し、マンパワーの不足、駐
車場、出店の臨時営業許可などを踏まえ 2 日
間とした。今後、課題の検討を行う。

  道の駅、鳩子の湯、それぞれ指定管理料が 100
万円減額となっている。指定管理料をゼロにす
る目標年度は。

  段階を追って減らしている。当初は令和 4 年
から3年でゼロにする計画だったが新型コロ
ナで難しくなった。可能な範囲で減額してい
く。

  水道事業は企業会計に移行するが下水道も
企業会計に移行する考えはないか。
  人員体制が整っておらず、集合処理方式が難
しいため、移行する判断を保留としている。
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竹の浦公衆トイレ

産業関係産業関係

  デジタル田園都市国家構想交付金について。
�   柳井市中心に 1 市 4 町、柳井市広域で就職面

接会を実施する負担金に充当。上関町単独で
はない。

  新規農業者指導農家支援補助金の内容は。
  県が認可した指定農業者に県が 2 分の 1 負
担、町が 2 分の 1 負担で月に 6 万円を補助。
志田地区のイチゴ農家が候補。技術指導など
で年間 1200 時間以上行われ、その報酬とし
て JA 山口に支払うための予算。

  漁業で言えばニューフィッシャー制度のよ
うなものか。指導をする側と受ける側、双方
に充てられるのか。

�   指導農家に充てられる。

  有害獣対策地域活動支援事業補助金が昨年
から比べて 100 万円ほど減額されているが。
  イノシシの捕獲実績が令和 4 年が 553 頭、令
和 5 年が 328 頭。昨年の 10 月から激減して
いる。近隣の平生町、田布施町も減っている。
そのため減額した。

  地域が育む豊かな森林づくり推進事業の内
容と目的は。
  皇座山山頂の雑木が増えている。上関側への
眺望確保のために南側 2200 ㎡を伐採予定。

  漁港建設費について、中の浦海岸の工事見送
りの内容は。
  令和 5 年度は国の予算がつかなかったため、
令和 6 年度に引き継ぐ。

  国の予算がつかなかった要因は。
  全体的に要望が多かったため。

  漁港補修工事の具体的な内容は。
  祝島、八島、上関、室津漁港の維持補修。

  地方バス路線維持対策費補助金、120 万円の
増額について。
  防長交通の赤字の増額が予測される。関係し
ている柳井市、平生町、国、県とで補填。

　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会
令和 6 年度一般会計

  観光施設修繕費の内訳は。
  公衆トイレの修繕費。
  具体的な場所は。
  竹の浦などの浄化槽の不具合などに。

  観光地美化委託料が増額しているが、内容は。
  観光協会への委託料。人件費の高騰やインボ
イスによる消費税などのため。

  町営バス運行委託料の減額は。
  想定より運転手の委託料が上がらなかった
ため、減額になっている。

  道路維持改良費の排水路改良工事はどこか。
  戸津大浦線の改良工事。

  社会資本整備総合交付金について。
  かみのせきハイツの外壁改修。補助率は 2 分
の 1。

  ハイツの外壁工事だけにとどめた理由は。
  公営住宅長寿命化計画に載っている事業に
しか使えないため。

  愛ランドハイツの急傾斜地対策工事、かみの
せきハイツ外壁改修工事はいつ頃か。
  それぞれ 7 月頃の予定。

  電気温水器取換工事、空き家住宅改修工事、
住宅解体工事の場所は。
  電気温水器取換工事はかみのせきハイツ、福
浦第 2 住宅の故障があった場所。空き家住宅
改修工事は、かみのせきハイツ、福浦第 2 住
宅、沖の浜住宅、室津愛ランドハイツの中で
4 戸。住宅解体工事は室津竹の浦住宅 1 戸。

  上関地区単身者用住宅の建設場所は。
  福浦の県道沿いを予定している。
  その単身住宅は 4 世帯分か。需要はあるのか。
  町の一戸建ての料金が上がっているので、上
関町で働く単身の方からの需要がある。
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診療所建設のため解体予定の旧中央公民館

　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会
令和 6 年度特別会計

  介護保健特別会計で、住民主体による生活支
援サービス事業補助金は令和 5 年度にはなか
ったが。
  訪問型サービスに含まれていた。住民がボラ
ンティアで掃除や付き添いなどの作業を 30
分 300 円で 5 年の 8 月から行っている。コ
ーディネーターの報酬、事業費や事務費の補
助金。

  訪問型サービスの減額は。
  要支援 1・2 の方が、介護に移行したりと実
績にともなっての減額。

  保険徴収で 1 割の方は未納。普通徴収方法と
未納の取り扱いは。
  最初に納付書を送付し、払っていただけない
場合に翌月もう一回納付書を送付する。翌月
に払っていただけなかった場合に、その次の
月に督促状を送付する。その中には未納する
とペナルティを受けることになりますよ、と
お知らせする文書も同封する。3 段階で行っ
ている。それでも払われない方には口頭でも
お話しするようにしている。

要望要望  使っていないから納付しないという人に
は、のちのちのペナルティの内容を教え
て、制度を理解してもらい払っていただけ
るように努力していただきたい。

  海の町診療所、四代、白井田診療所は増額で
八島、祝島診療所は減額の理由は。
  実績を反映している。海の町診療所は患者数
が増え当初の収入より上がっている。

  診療所事業費で、同じ診療所で医師の委託料
と負担金があるのは。
  契約上の問題で、病院や医療施設から派遣さ
れたものは負担金。個人契約は委託金になる。

  白井田、八島が血液検査委託料が減額。
  実績で計上。医師が血液検査をするかで変わ
ってくるのでわかりにくい面はある。

関連

  海のまち診療所特別会計等を統合するが、メ
リットは。
  海のまち診療所、へき地診療所、歯科診療所
を一本化することで事務が効率的になる。

  診療所の設計スケジュール、関係機関との協
議の進め方は。
  7 月までには旧中央公民館を解体。設計は関
係各課、医師の意見を取り入れ素案を作り、
設計業者と入念な打ち合わせを行う。

  入札して設計を行う際、どういうところに注
意しながらやっていくのか。例えば 2 階建て
か平屋か、駐車場はどうなるのか。町として
の考えは。
  これから作業に入っていくが、関係者に話を
聞いて進める。しかし今のところは未定。4
月から早急に詰めていきたい。
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民間に委託している祝島の救急患者移送船

　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会　   産 業 厚 生 　 常 任 委 員 会
厚生関係厚生関係

  過疎地域持続的発展特別事業債が倍増して
いるが、充当項目は。

�   福祉優待バス委託料と祝島老人憩の家解体
工事、高齢者保健福祉施設指定管理料。

  社会福祉費の工事請負費について。
  老人憩の家の修繕、蒲井の高齢者保健福祉施
設の周辺整備工事、祝島老人憩の家の解体工
事。

  上関福祉会運営費補助金、増額の要因は。
�   光熱費の高騰、物価高、入所者や利用者の減

など、減収が見込まれるため予算を増額した。

  安心安全保育体制強化事業補助金、新事業だ
が内容は。
  保育園の忙しい時期の保育士の補助人員の
ためのもの。

  保育所委託料の減額について。
  子供の数が減っているため。入園している児
童の年齢によっても委託料は変わる。

  3 歳未満の保育料を無料にする委託料の中に
303 万 6000 円は含まれているのか。
  含まれている。

  過疎地域持続的発展特別事業債 890 万円はど
こに充てられるのか。
  山口県も3歳未満の保育料を無料化する動き
があり、それが決まれば県が半分、市町村が
半分を負担。3 歳未満の無償は上関町ではす
でに行っていてそこに充てるが、県で決まれ
ば過疎債の対象にならないため 890 万円は
減額する。もし県が保育料を半額ということ
で決まれば、ソフト事業債の対象にはならな
い。

  子育て支援情報配信アプリ使用料だが、アプ
リの利用者数は。
  現在 10 世帯。登録数は少ないが、広報誌な
どいろいろな形で周知していく。

令和 6 年度一般会計
  離島救急患者移送船使用料助成の実績は。
  今年度 17 件。内訳は祝島 16 件、八島 1 件。
  移送船の船長の高齢化について、現状と見通
しは。
  現在 2 件にお願いしている。今のところは続
けていただけそうだが、その先はわからない
状況。

  保健センター管理費の光熱費が大幅に減額
になっていることについて。
  建物が大きく電気代がかかっていたが、電気
関係の工事を行うことで電気代が3分の1に
なった。

  感染症予防事業費国庫負担金について、コロ
ナワクチン接種は何人ぐらいを想定してい
るのか。
  800 人で 65 歳以上が対象。

  帯状疱疹予防接種助成金はどういう形で実
施するのか。
  50 歳以上が対象。町内の各診療所に申請書
を配布し、それに記入、提出してもらう。ワ
クチンには生ワクチンと不活化ワクチンの 2
種類ある。接種に対して半額助成する。

  がん検診委託料、人数や率的な発見の実績は。
  数字は言えないが初期で発見された方もいる。
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

　
　
　

反
対
３
名
、
賛
成
３
名
が
討
論
！

　

３
月
定
例
会
の
議
案
第
13
号
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
、
反
対
・
賛
成
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
町
が
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
令
和

６
年
度
の
当
初
予
算
案
で
す
が
、
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
財
源
と
し

て
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
係
る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

１
億
７
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
賛
否
、
原
子
力
財
源
へ
の
依
存
の
是
非
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
な
ど
の
観
点
か
ら
、
各
議
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
６
名
、
反
対
３
名
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　山戸　孝 議員

反
　
対

賛
　
成

　

乾
式
貯
蔵
施
設
へ
の
視
察
は

今
年
度
も
予
算
計
上
さ
れ
た
が

参
加
者
が
少
な
く
、
必
要
性
が

疑
問
視
さ
れ
る
。
そ
の
数
少
な

い
視
察
の
参
加
者
か
ら
す
ら
、

視
察
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
こ

の
計
画
に
つ
い
て
、
中
電
が
し

っ
か
り
説
明
を
と
町
の
方
は
言

い
ま
す
が
、
西
町
長
、
町
議
会

が
、
上
関
町
の
住
民
へ
、
な
ぜ

必
要
な
の
か
を
先
に
説
明
す
る

べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
点
が
全

然
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
年
度
に

も
視
察
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
姿
勢
が
見
え
な
い
こ
の
予

算
案
に
は
、
反
対
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

反
対
さ
れ
る
議
員
よ
り
、
視
察

に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
の
み
発

言
が
あ
っ
た
が
、
今
回
交
付
さ
れ

て
い
る
電
源
交
付
金
は
、
色
い
ろ

な
事
業
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
予
算
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
に
対
し
て
も
反
対
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
た
と
え

ば
、
町
営
バ
ス
の
運
行
費
で
言
え

ば
、
約
１
７
５
０
万
円
必
要
と
な

る
費
用
の
う
ち
１
３
０
０
万
円
を

交
付
金
か
ら
充
当
し
て
い
る
。
原

子
力
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
バ
ス
に
乗
ら
な
い
と
い
う
人

は
い
な
い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
も

交
付
金
を
活
用
し
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
た
め
に
も
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

討論で激論 ! !討論で激論 ! !

　古泉　直紀 議員
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電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
（
中
間
貯
蔵
施
設
調
査
受

け
入
れ
に
伴
う
）
が
一
般
会
計

に
１
億
７
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
よ
り
約
倍
増
。

事
業
内
容
は
新
事
業
へ
の
充
当

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
委
託
料
や

補
助
金
（
人
件
費
な
ど
）
が
主
。

町
長
は
「
調
査
を
受
け
入
れ
た

段
階
。
建
設
す
る
か
ど
う
か
は

今
後
判
断
」
と
い
う
こ
と
を
言

わ
れ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
結

果
や
住
民
の
意
思
次
第
で
は
中

間
貯
蔵
施
設
に
よ
る
交
付
金
は

な
く
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
そ

こ
に
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
を
充
て
る
と
な
る
と
、
今
後

さ
ら
に
原
子
力
財
源
へ
の
依
存

度
を
増
し
て
い
く
ば
か
り
で
あ

る
と
危
惧
す
る
為
、
反
対
。

　

①
（
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
視

察
）
安
全
性
は
事
業
者
の
説
明

を
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
で
し

か
な
く
、
平
行
線
に
な
る
論
点

で
あ
り
、
行
政
が
町
内
の
対
立

を
生
む
政
策
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
。
ま
た
、
安
全
性
以
外
に

も
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
変
化
や
移

住
定
住
へ
の
影
響
な
ど
も
論
点

に
す
る
べ
き
だ
。
論
点
を
安
全

性
だ
け
に
す
る
よ
う
な
政
策
は

お
か
し
い
。
②（
予
算
案
全
体
）

こ
れ
ま
で
の
政
策
の
検
証
を
せ

ず
に
新
た
な
交
付
金
を
得
て
も

穴
の
空
い
た
バ
ケ
ツ
に
水
を
注

ぐ
よ
う
な
も
の
に
な
り
か
ね
ず
、

財
源
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
交
付

金
を
活
用
す
る
姿
勢
そ
の
も
の

に
疑
問
が
あ
る
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

で
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
は
主
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
行

政
運
営
に
必
要
な
も
の
に
利
用

し
て
い
る
。
い
わ
ば
固
定
費
と

い
え
る
も
の
ば
か
り
へ
の
充
当

だ
。
無
責
任
に
反
対
す
る
の
で

は
な
く
、
町
民
の
こ
と
を
思
い
、

町
の
将
来
を
考
え
た
し
っ
か
り

と
し
た
具
体
的
な
代
案
を
提
示

す
る
べ
き
だ
。
代
案
な
く
反
対

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
間
貯

蔵
施
設
の
調
査
や
原
子
力
発
電

所
計
画
を
潰
す
こ
と
で
、
近
い

将
来
上
関
町
が
息
詰
ま
る
こ
と

に
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い

る
の
か
。
私
と
し
て
は
活
用
で

き
る
財
源
を
町
民
の
た
め
に
利

用
し
た
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
交
付
金
充
当
事
業
は
住
民

の
生
活
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
も
の
ば
か
り
。
令
和

６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
35
億
５
２
０
０
万

円
、
そ
の
中
で
町
の
税
収
は
、

１
億
７
４
２
７
万
９
０
０
０
円
、

全
体
の
僅
か
4.9
％
し
か
な
い
。

財
政
調
整
基
金
も
令
和
５
年
度

末
・
６
年
度
末
に
は
、
減
少
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
交
付
金
を
充
当

し
な
け
れ
ば
、
住
民
の
負
担
増

に
繋
が
る
。
交
付
金
を
有
効
活

用
し
、
町
内
の
隅
々
、
離
島
に

至
る
ま
で
、
町
民
に
思
い
や
り

の
あ
る
令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
賛
成
す
る
。

　海下竜一郎 議員

反
　
対

反
　
対

賛
　
成

賛
　
成

　秋山　鈴明 議員

　柏田　真一 議員

　清水　康博 議員
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上関町ホームページより

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

３月定例会では６名の議員が３月定例会では６名の議員が

　　　　　　１１件の質問をしました。　　　　　　１１件の質問をしました。

““こ
れ
か
ら
の
上
関
町
に

こ
れ
か
ら
の
上
関
町
に

　
　
　
　
な
に
が
必
要

　
　
　
　
な
に
が
必
要
かか
””

　
町
及
び
中
国
電
力
に
よ
る
視
察
を

実
施
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

安
全
性
は
感
じ
ら
れ
、
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
。
施
設
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
方
は
実
際
に
視
察
、
研
修
に

行
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

視
察
の
数
が
少
な
い
の
は
町
民
の
皆

さ
ん
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
も
一
因
で

あ
る
と
考
え
る
。
①
②
中
間
貯
蔵
施

設
の
住
民
へ
の
説
明
会
は
早
い
段
階

で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
国
も

参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る
町
民
の
反
応

中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る
町
民
の
反
応

と
町
民
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

と
町
民
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

中
間
貯
蔵
施
設
設
置
に
向
け
た
調

査
を
受
け
入
れ
て
か
ら
半
年
以
上
経

過
し
、
町
内
で
も
様
々
な
動
き
が
あ

る
が
、
町
主
催
の
東
海
村
へ
の
視
察

申
し
込
み
が
少
な
い
こ
と
や
中
国
電

力
が
住
民
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
説

明
会
へ
の
参
加
者
が
少
な
い
な
ど
、

町
民
の
関
心
は
ま
だ
低
い
よ
う
に
感

じ
る
。
①
今
後
、
上
関
町
と
し
て
も

住
民
説
明
会
を
開
く
予
定
は
あ
る
の

か
。
②
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
国
・
事
業

者
を
交
え
た
住
民
向
け
の
意
見
交
換

会
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
は
。

説
明
会
は
早
い
段
階
で

実
施
し
た
い

質
問

清水　康博 議員



かみのせき議会だより19 令和6年4月24日　№ 166

中
間
貯
蔵
施
設
視
察
研
修
は

中
間
貯
蔵
施
設
視
察
研
修
は

　

町
長
は
昨
年
の
８
月
に
国
策
へ
の

協
力
と
共
に
、
自
主
財
源
の
確
保
に

向
け
て
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
の

受
け
入
れ
を
判
断
し
た
。
中
国
電
力

は
、
町
長
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
広

報
誌
の
配
布
に
あ
わ
せ
て
戸
別
に
説

明
を
し
、
ま
た
各
地
域
で
説
明
会
を

開
催
し
理
解
活
動
を
進
め
て
来
た
。

町
は
、
さ
ら
に
住
民
に
実
物
を
見
て

触
っ
て
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
東

海
第
二
発
電
所
の
視
察
研
修
を
１

月
・
２
月
と
実
施
し
て
い
る
。
参
加

さ
れ
た
住
民
の
実
績
・
反
応
、
ま
た

来
年
度
の
方
針
は
。

多
く
の
町
民
の
皆
様
に

見
聞
し
て
い
た
だ
き
た
い

質
問

質
問

　
中
国
電
力
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
へ

の
戸
別
訪
問
や
説
明
会
、
東
海
第
二

発
電
所
へ
の
視
察
研
修
な
ど
、
提
示

し
た
条
件
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
る
と
聞
く
。
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

町
の
方
で
も
幅
広
く
募
集
を
行
い
、

町
民
の
皆
様
に
中
間
貯
蔵
施
設
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。
視
察
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
９
割
以
上

の
方
が
安
全
に
保
管
出
来
る
と
の
回

答
だ
っ
た
。
来
年
度
も
継
続
実
施
し
、

中
間
貯
蔵
施
設
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
見
聞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

野
良
猫
避
妊
去
勢
費
用

野
良
猫
避
妊
去
勢
費
用

助
成
は

助
成
は

地
域
と
猫
の
共
生
の
一
助

と
な
れ
ば

　

野
良
猫
の
増
加
の
要
因
は
複
数
考

え
ら
れ
る
。
野
良
猫
の
増
加
で
迷
惑

を
被
る
方
も
多
く
、
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
増
加
を
抑
制
し
、
地
域
ご

と
の
猫
の
過
剰
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に

も
去
勢
手
術
は
必
須
。
野
良
猫
に
起

因
す
る
地
域
の
生
活
環
境
の
悪
化
を

防
ぎ
、
飼
い
主
の
責
務
を
定
め
、
地

域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

野
良
猫
も
管
理
し
て
い
け
ば
、
将

来
的
に
は
観
光
資
源
に
も
な
り
得
る
。

地
域
猫
活
動
に
取
り
組
む
事
も
、
必

要
と
考
え
る
が
。

　
環
境
省
が
定
め
る
住
宅
密
集
地
に

お
け
る
犬
猫
の
適
正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
の
中
で
、

有志の自己負担で去勢手術済の地域猫

東海第二発電所への視察研修

海下竜一郎 議員

去
勢
手
術
・
不
妊
手
術
等
繁
殖
制
限

の
措
置
を
講
じ
る
と
あ
る
。
地
域
の

理
解
と
協
力
を
得
て
、
糞
尿
の
管

理
、
不
妊
去
勢
手
術
の
徹
底
、
周
辺

美
化
な
ど
の
地
域
の
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
、
こ
れ
以
上
猫
の
数
を
増
や
さ

ず
、
一
代
限
り
の
生
を
全
う
さ
せ
る

為
に
、
飼
い
主
の
居
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
助
成
金
を
有
効
活
用
し
、

地
域
と
猫
の
共
生
の
一
助
と
な
れ
ば

と
考
え
る
。
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「
道
の
駅
」・「
海
の
駅
」

「
道
の
駅
」・「
海
の
駅
」

の
併
用
に
つ
い
て

の
併
用
に
つ
い
て

　
「
海
の
駅
」
は
国
土
交
通
省
に
申

請
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
登
録

条
件
は
①
来
訪
者
が
利
用
で
き
る
船

舶
係
留
施
設
が
あ
る
こ
と
、
②
海
の

駅
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
た
め
の

ガ
イ
ド
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
③

来
訪
者
が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
を
有

す
る
こ
と
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
だ
。
ガ
イ
ド
の
配
置
を

除
い
た
条
件
は
、
今
の
道
の
駅
「
上

関
海
峡
」
に
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
と
「
海
の
駅
」
の
併
用

施
設
は
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増

加
に
繋
が
る
も
の
と
思
う
。「
海
の

駅
」
の
登
録
を
早
期
に
行
う
べ
き
と

私
は
考
え
る
が
。

観
光
振
興
、
地
域
活
性
化
の

カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
検
討
す
る

質
問

　「
海
の
駅
」
は
、
国
土
交
通
省
が

設
置
を
推
進
。
陸
と
海
を
つ
な
ぐ
接

点
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
原
則

と
す
る
３
つ
の
条
件
は
満
た
し
て
い

る
の
で
、
登
録
自
体
は
可
能
だ
が
、

係
留
施
設
の
管
理
な
ど
が
、
道
の
駅

の
業
務
に
加
わ
る
と
、
運
営
に
支
障

が
出
る
恐
れ
も
あ
る
が
、
登
録
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

増
加
に
も
繋
が
る
。
新
年
度
、
第
６

次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
観

光
振
興
地
域
活
性
化
の
カ
ン
フ
ル
剤

と
し
て
併
用
の
実
現
に
向
け
課
題
解

決
を
含
め
前
向
き
に
検
討
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

多 く の 人 で に ぎ わ う 桜 ま つ り

古泉　直紀 議員

質
問町

長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た

関
係
人
口
等
の
増
加
策

関
係
人
口
等
の
増
加
策

関
係
人
口
「
上
関
フ
ァ
ン
」

に
よ
る
地
域
振
興

　
「
城
山
歴
史
公
園
桜
ま
つ
り
」
は

町
外
の
多
く
の
方
々
に
認
知
さ
れ
て

き
て
い
る
。「
花
咲
く
海
の
町
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
る
上

関
町
に
と
っ
て
、「
城
山
歴
史
公
園

桜
ま
つ
り
」
は
町
の
観
光
産
業
の
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
成
長
し
て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
等
で

上
関
町
を
訪
れ
る
交
流
人
口
は
増
加

し
て
い
る
。
上
関
町
が
抱
え
る
人
口

流
出
・
減
少
対
策
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
、
繰
り
返
し
上
関
町
を
訪

れ
る
関
係
人
口
の
増
加
、
更
に
は
定

住
人
口
に
繋
が
る
仕
組
み
に
関
す
る

町
長
の
考
え
は
。

　
本
町
で
は
、
今
ま
で
観
光
に
よ
る

交
流
人
口
や
、
様
々
な
移
住
・
定
住

策
を
実
施
し
定
住
人
口
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
人
口
減
少
傾
向
は

今
後
も
続
く
。
こ
の
状
況
に
歯
止
め

か
け
る
た
め
に
も
地
域
と
多
様
に
関

わ
る
関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
す
こ

と
は
重
要
と
考
え
る
。
関
係
人
口
と

は
、
そ
の
地
域
に
興
味
が
あ
り
、
関

与
し
た
い
想
い
を
持
つ
、
言
う
な
れ

ば
上
関
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト

等
を
活
用
し
継
続
的
な
関
係
人
口
の

創
出
・
拡
大
と
地
域
振
興
、
さ
ら
に

は
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
。

係留施設に停泊中のヨット
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中 学 生 考 案 の エ コ バ ッ グ

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
つ
い
て

交
付
に
つ
い
て

　

山
口
県
の
78
％
を
超
え
る
市
町
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

て
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
端

末
か
ら
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
る
。
本
町
に
は
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
た
め
、
証

明
書
を
取
得
す
る
際
、
町
の
窓
口
に

出
向
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
れ
ば
証
明
書
を
取
得
す

る
た
め
休
暇
を
と
る
必
要
も
な
く
な

る
。
ま
た
外
出
先
で
急
に
証
明
書
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
で
も
コ
ン
ビ
ニ

で
簡
単
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導

入
を
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

本
人
な
ら
他
の
市
町
村
の

窓
口
で
取
得
可
能

質
問

質
問

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
町
が
発
行
す
る

証
明
書
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら

取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
そ
こ
で
住

民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
２
種
類

を
試
算
し
た
。
導
入
費
は
少
な
く
と

も
１
７
０
０
万
円
程
度
で
維
持
費
は

固
定
費
２
８
４
万
６
０
０
０
円
と
発

行
枚
数
に
応
じ
た
委
託
手
数
料
が
掛

か
る
。
一
枚
あ
た
り
３
７
１
１
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
本
人
な
ら
住
民

票
と
戸
籍
謄
本
は
他
の
市
町
村
の
窓

口
で
取
得
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
そ

ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

上
関
中
学
校
の
取
り
組
み
と

上
関
中
学
校
の
取
り
組
み
と

高
校
生
の
連
携
に
つ
い
て

高
校
生
の
連
携
に
つ
い
て

上
関
町
で
の
貴
重
な
体
験

を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い

　

上
関
中
学
校
の
生
徒
は
、
上
関
町

の
歴
史
・
観
光
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
制
作
や
上
関
町
産
の
果
物
を
使

っ
た
商
品
開
発
、
魚
の
レ
シ
ピ
紹
介

な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
か
み
の
せ
き
學
苑
祭
で

は
、
車
海
老
ド
ッ
グ
や
「
ふ
ー
た
ん
・

し
ー
た
ん
」
の
ク
ッ
キ
ー
・
エ
コ
バ

ッ
グ
な
ど
の
販
売
を
行
い
大
好
評
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
も
中
学
校
時

代
で
終
わ
る
こ
と
を
と
て
も
残
念
に

思
う
。
近
隣
の
高
校
生
が
地
域
と
連

携
し
た
活
動
を
目
に
す
る
。
上
関
中

学
校
の
取
り
組
み
を
活
か
し
、
近
隣

の
高
校
生
と
一
緒
に
上
関
町
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
上
関
町
の
学
校
教
育
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
の
推
進
を
図
る

柏田　真一 議員

こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ
の
１
つ
に
し

て
い
る
。
町
の
第
５
次
総
合
計
画
に

揚
げ
る
、「
郷
土
愛
と
人
間
力
を
育

む
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
」
を
着
実

に
実
践
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
学

を
卒
業
し
て
高
校
生
に
な
る
と
県
教

育
委
員
会
や
各
学
校
の
教
育
方
針
・

計
画
の
も
と
学
校
活
動
が
お
こ
な
わ

れ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
、
上
関

町
の
小
中
学
校
の
貴
重
な
体
験
を
、

そ
の
先
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
生
か
し
て

ほ
し
い
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

コンビニのキオスク端末（デジタル庁 HPより引用）
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政
策
の
検
証
を

政
策
の
検
証
を

①
こ
れ
ま
で
１
０
０
億
円
以
上
の
原

発
交
付
金
や
寄
附
金
が
あ
っ
た
の
に

人
口
減
や
財
政
難
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
て
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
財
源
が

あ
れ
ば
町
は
良
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
政
策
自
体
を
検
証
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、町
長
の
考
え
は
。
②
「
本

町
独
自
の
手
厚
い
子
育
て
支
援
策
は

移
住
増
に
は
成
果
が
出
て
い
な
い
が

転
出
は
防
げ
て
い
る
」
と
い
う
な
ら

ば
、
そ
れ
は
転
出
防
止
策
で
あ
っ
て

移
住
政
策
と
し
て
効
果
が
あ
ま
り
出

て
い
な
い
以
上
、
新
た
に
移
住
政
策

を
練
り
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
や
、
雇
用
の
創
出

に
つ
な
が
っ
て
い
る

質
問

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
に
つ

い
て
は
検
証
し
、
内
容
の
改
編
や
事

業
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

き
た
つ
も
り
だ
。
移
住
定
住
施
策
や

子
育
て
支
援
等
を
例
に
挙
げ
て
お
ら

れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
財

政
難
や
人
口
減
少
の
解
決
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
他
市
町
よ
り
も
手
厚

い
子
育
て
支
援
に
よ
り
定
住
し
て
い

た
だ
い
た
方
も
い
る
。
道
の
駅
や
温

浴
施
設
に
よ
り
、
産
業
振
興
や
雇
用

の
創
出
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
町
の

課
題
は
、
い
か
に
人
口
減
少
を
最
小

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

秋山　鈴明 議員

質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

統
廃
合
の
議
論
を
支
え
る

統
廃
合
の
議
論
を
支
え
る

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

住
民
の
意
見
を
し
っ
か
り
伺
い
、

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
策
定
す
る

　

建
設
物
は
維
持
管
理
と
解
体
に
建

設
時
の
４
～
５
倍
の
費
用
が
か
か
る

と
言
わ
れ
、
当
町
の
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
を
今
後
40
年
維
持
し
よ
う

　
公
共
施
設
等
の
更
新
、
統
廃
合
、

長
寿
命
化
に
お
け
る
基
本
的
な
指
針

を
示
す
公
共
施
設
等
統
合
管
理
計
画

を
平
成
28
年
に
策
定
し
て
い
る
。
こ

れ
は
可
能
な
限
り
次
世
代
に
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
の
指
針
で
あ
る
が
人

口
減
少
は
ま
す
ま
す
進
み
大
変
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
近
々
、
第
６
次

上
関
町
総
合
計
画
の
策
定
業
務
に
入

る
が
、
計
画
策
定
に
当
た
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る

こ
と
に
な
る
。
意
見
を
し
っ
か
り
伺

い
、
後
年
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、

取
捨
選
択
を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
。

道の駅　上関海峡

と
す
る
と
年
平
均
７
億
５
０
０
０
万

円
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
人

口
減
が
予
測
さ
れ
る
中
、
次
世
代
の

負
担
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
し
ま
う
。

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
縮
小
の
議

論
を
時
間
を
か
け
て
始
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
次
世
代
の
た
め
に
何
を

や
め
何
を
残
し
て
い
く
か
、
と
い
う

町
民
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
町
の
未
来

像
づ
く
り
が
必
要
だ
が
。

限
に
食
い
止
め
る
か
で
あ
り
、
住
民

の
生
活
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
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乾
式
貯
蔵
施
設
へ
の
視
察
、

乾
式
貯
蔵
施
設
へ
の
視
察
、

本
当
に
必
要
な
事
業
か

本
当
に
必
要
な
事
業
か

　

住
民
に
よ
る
乾
式
貯
蔵
施
設
へ
の

視
察
は
参
加
者
が
予
定
の
50
名
に
対

し
わ
ず
か
21
名
と
半
分
に
満
た
ず
、

５
回
中
３
回
が
中
止
に
な
っ
た
。
こ

の
結
果
を
見
る
と
や
は
り
必
要
性
に

乏
し
い
事
業
で
あ
っ
た
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
現
時
点
で
の
必
要
性

や
優
先
順
位
は
低
く
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
や
町
長
自
身
の
住
民
と
の
意

見
交
換
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。
ま
た
視
察

に
行
っ
た
町
職
員
が
中
間
貯
蔵
施
設

が
安
全
だ
と
発
信
し
た
こ
と
は
町
長

の
意
図
と
合
致
し
て
い
る
か
。
こ
の

発
言
は
役
場
と
し
て
の
公
式
の
見
解

か
。 来

年
度
も
継
続
す
る

質
問

質
問

　
住
民
の
視
察
に
つ
い
て
は
２
団
体

及
び
個
人
２
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
の
人
数
が
少
な
い
こ
と
で
必

要
性
に
疑
問
は
感
じ
な
い
。
住
民
視

察
は
町
だ
け
で
な
く
中
国
電
力
も
実

施
し
て
い
る
。
寒
い
時
期
や
年
度
末

に
向
け
て
の
多
忙
な
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
も
原
因
と
推
測
で
き
る
。
暖
か

く
な
っ
て
か
ら
視
察
に
行
き
た
い
と

い
う
声
も
あ
る
。
町
民
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
国
と
協
議
、
調
整
し

住
民
説
明
会
の
実
施
も
検
討
し
た
い
。

町
職
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
個
人
の

感
想
で
あ
り
コ
メ
ン
ト
は
控
え
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
任
期

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、
任
期

中
に
判
断
す
る
の
か

中
に
判
断
す
る
の
か

条
件
が
整
え
ば
判
断
す
る

①
12
月
定
例
会
で
町
長
は
「
民
意
を

尊
重
す
る
」「
民
意
は
議
会
」
と
答

弁
し
た
。
こ
れ
は
議
会
の
判
断
を
も

っ
て
民
意
と
す
る
と
い
う
考
え
方

①
②
町
民
の
皆
さ
ん
に
施
設
を
知
っ

山戸　孝 議員

て
も
ら
い
必
要
で
あ
る
か
な
い
か
、

調
査
結
果
に
よ
っ
て
適
地
で
あ
る
か

な
い
か
な
ど
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
私

の
任
期
中
、
議
員
の
皆
様
の
任
期
中

に
判
断
で
き
る
状
況
に
あ
れ
ば
判
断

す
る
。
③
議
員
の
皆
様
に
民
意
を
く

み
上
げ
て
い
た
だ
き
、
議
会
で
議
論

し
て
も
ら
い
、
判
断
し
た
い
。
住
民

投
票
は
考
え
て
い
な
い
。
④
来
年
度

も
引
き
続
き
視
察
を
実
施
し
、
住
民

説
明
会
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
通
じ
て
情
報
提
供
や
理
解
促

進
を
図
り
、
し
っ
か
り
議
論
し
判
断

し
て
い
け
る
よ
う
準
備
し
た
い
。

予定地の伐採作業に使われているモノレール

か
。
②
現
在
議
員
を
務
め
る
我
々
の

今
任
期
中
に
判
断
を
求
め
、
町
長
の

約
２
年
半
の
任
期
中
に
建
設
の
是
非

を
判
断
す
る
の
か
。
③
住
民
投
票
な

ど
、
民
意
を
住
民
に
直
接
問
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
④
町
長
は

十
分
な
議
論
や
住
民
へ
の
情
報
提
供

な
ど
も
な
い
ま
ま
調
査
容
認
の
判
断

を
し
た
。
住
民
か
ら
の
不
信
感
を
ど

の
よ
う
に
解
消
し
、「
時
間
を
か
け

る
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
し

て
担
保
す
る
の
か
。
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委 員 会 構 成 が 新 し く な り ま し た委 員 会 構 成 が 新 し く な り ま し た
総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

議会広報広聴調査特別委員会議会広報広聴調査特別委員会 議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

右
田
委
員
長

山
戸
委
員
長

山
谷
委
員
長

山
村
委
員
長

柏
田
委
員

秋
山
委
員

山
戸
委
員

山
戸
委
員

岩
木
委
員

海
下
委
員

右
田
委
員

海
下
委
員

清
水
委
員

山
谷
委
員

古
泉
委
員

古
泉
委
員

古
泉
副
委
員
長

山
村
副
委
員
長

海
下
副
委
員
長

右
田
副
委
員
長
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議会活動報告（令和５年 12 月 22 日～令和６年３月 15 日）
２
月
13
日

２
月
５
日

１
月
31
日

１
月
30
日

１
月
29
日

１
月
19
日

〃
１
月
11
日

１
月
９
日

１
月
６
日

１
月
５
日

１
月
４
日

12
月
28
日

12
月
27
日

12
月
22
日

月
　
日

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

第
２
回
臨
時
会
（
全
議
員
）

広
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
竣
工
式
（
広
島
市
‥
岩
木
）

柳
井
地
域
水
道
事
業
経
営
統
合
調
印
式（
柳
井
市
‥
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

周
東
環
境
衛
生
組
合
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
右
田
・
山
戸
）

中
国
電
力
に
よ
る
中
間
貯
蔵
施
設
説
明
会

（
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

医
療
関
係
団
体
新
年
互
礼
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

県
知
事
・
県
議
会
議
長
新
年
挨
拶
（
岩
木
）

消
防
出
初
式
（
山
谷
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

柳
井
広
域
水
道
定
例
会
（
柳
井
市
‥
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃
３
月
15
日

３
月
14
日

３
月
12
日

３
月
11
日

〃
３
月
７
日

３
月
６
日

２
月
29
日

〃
２
月
28
日

２
月
22
日

〃
２
月
20
日

２
月
15
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会

（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
山
戸
・
山
村
・
海
下
・
秋
山
・
山
谷
・
岩
木
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
清
水
・
柏
田
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
定
例
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

弘
田
公
氏
受
賞
祝
賀
会
（
周
南
市
‥
岩
木
）

議
会
運
営
委
員
会

（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

柳
井
広
域
水
道
協
議
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
・
山
谷
）

県
町
議
会
議
員
研
修
会
（
山
口
市
‥
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海

下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

山
口
県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

人
権
学
習
講
座
（
右
田
・
海
下
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

「中間貯蔵施設に係る特別委員会」設置は必要か
　全員協議会で協議
　昨年 8 月以降、中間貯蔵施設の計画について議会の中でもさまざまな議論や意見交換がされていま
すが、議員 1 名よりこの件について特別委員会を設置し、議会としてより機動力を持ち住民にも見え
る形で協議や学習、住民との意見交換などをしてはどうかという提案が議会運営委員会にされていま
した。
　議会として議会運営委員会および全員協議会で協議した結果、「重要な問題ではあるが現時点での設
置の必要性には疑問がある」、「全員協議会で議論をしていけばよいのではないか」、「特別委員会と全
員協議会のどちらで協議していくべきか判断できない」といった意見があり、現時点では特別委員会
は設置しないという結論になりました。
※全員協議会とは…議員全員が参加し、議会についてのさまざまな事柄を協議、検討する場。町執行部より行政
運営に関する説明などを受けることもある。基本的には非公開だが、公開されることもある。
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編

　
集

／
議

会
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報
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聴
調

査
特

別
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員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
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長
　

岩
木

和
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〒
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熊
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次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

６
月
４
日(

火)

の
予
定
で
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
・
想
い
・
投
稿
な
ど

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

議　

員　

研　

修

説
明
は
公
開
の
中
で

開
催
を
し
た

　

２
月
20
日
に
山
口
市
で
全
国
町
村

議
会
・
赤
松
俊
彦
事
務
総
総
長
に
よ

る「
町
村
議
会
の
課
題
」を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
会
に
議
員
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
現
在
の
地
域
社
会
に
は
DX

の
推
進
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
一

層
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
の
必
要

性
と
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
は
、

こ
ど
も
、
子
育
て
政
策
の
強
化
等
を

は
か
り
一
般
財
源
総
額
を
適
切
に
確

保
す
る
こ
と
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
。
町
村
議
会
の
現
状

に
つ
い
て
は
高
齢
化
の
高
さ
の
要
因

な
ど
に
よ
る
定
数
割
れ
や
無
投
票
で

の
議
会
が
あ
り
、
女
性
の
占
め
る
割

合
も
少
な
く
住
民
か
ら
見
た
議
会
の

魅
力
を
感
じ
ず
、
な
り
手
不
足
が
続

い
て
い
る
現
状
。
打
開
策
と
し
て
議

会
の
位
置
付
け
等
の
明
確
化
や
立
候

補
の
環
境
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

を
行
う
こ
と
を
重
要
と
し
法
改
正
を

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
各
議
会
の
取

り
組
み
も
重
要
で
あ
る
と
の
内
容
で

し
た
。

陳 　
　

情

　
「
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
再
審
規
定
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
」
の
国
へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　

日
本
国
民
救
援
会　

柳
井
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

髙
見　

英
夫

中間貯蔵の説明会

　

１
月
９
日
、議
会
に
対
し
、中
国
電

力
株
式
会
社
に
よ
る
使
用
済
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
に
係
る
調
査
・
検
討
に

つ
い
て
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
議
員
よ
り
多
数
の
質
問
が
あ

り
、
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
今
後
も
経
過
や
事
業
内
容
の
説
明

を
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
、始
ま
っ
て
以

来
の
盛
況
で
し
た
。
旅
行
雑
誌
・
Ｔ
Ｖ

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
河
津
桜
名
所
で
全
国

三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
影
響
も
有
り
、

ま
つ
り
の
二
日
間
最
高
の
天
気
で
来

場
者
数
も
過
去
最
多
で
し
た
。車
の
渋

滞
も
発
生
す
る
ほ
ど
、町
の
至
る
所
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
間
貯
蔵
施
設
立
地
可
能
性
調
査

で
、
中
国
電
力
は
立
地
に
適
し
て
い

る
か
調
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。
立
地

可
能
で
あ
っ
た
場
合
、
町
民
の
皆
様

も
自
分
の
意
見
を
言
え
る
様
に
、
中

間
貯
蔵
施
設
を
見
学
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

町村議会の課題をテーマにした研修会


